
星空ガイド ６月１６日～７月１５日

※惑星は２０２４年７月１日の位置です。

よいの星空
６月１６日２２時頃

７月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
６月１６日 ４時頃

７月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

６ １６ 日 ４：４４ １９：１３ １３：４１ ０：４７ ９.６

２１ 金 ４：４５ １９：１４ １８：５２ ３：２４ １４.６

２６ 水 ４：４６ １９：１５ ２２：４５ ８：５０ １９.６

７ １ 月 ４：４８ １９：１５ ０：４１ １４：３４ ２４.６

６ 土 ４：５０ １９：１４ ４：３３ １９：５１ ０.２

１１ 木 ４：５３ １９：１３ ９：４０ ２２：２６ ５.２

１５ 月 ４：５６ １９：１１ １３：２６ ‐‐ ： ‐‐ ９.２

星空ガイド

２



七夕の日は雨ばかり！？

七夕の日は、天の川の両側に引き離された織姫と彦星が、天の川を渡って会うこ

とができる年に一度の特別な日。ただし、雨が降ると天の川が氾濫してしまい、２人は

会えなくなってしまう…。このような七夕物語は日本では広く知られています。

ですが、そんな大切な七夕の日に、空がすっきりと晴れていて星がよく見えた経験

が数えるほどしかないような気がしていました。なので１９９１年から２０２０年までの

３０年間で、七夕の日に大阪で晴れの天気が観察された割合（天気出現率）を調べ

てみました。

すると７月７日の晴れの天気出現率は

２６.７％、一年の中でワースト１１位というこ

とがわかりました。感覚ではなく、本当に晴

れの日が少なかったのです！（大阪は梅

雨の時期なので、当たり前といえば当たり

前なのですが。）

「それじゃあ、なかなか織姫と彦星は会

えないじゃないか！」と悲しい気持ちにな

った方、ご安心ください。本来七夕行事

は、私たちが現在使っている太陽の動きを基準にした新暦（太陽暦）ではなく、月の

満ち欠けを基準とした旧暦（太陰暦）の７月７日に行われていました。このような旧暦

に基づく七夕を「旧七夕」と呼んでいます。

今年は８月１０日が旧七夕の日となります。過去３０年間での８月１０日の晴れの

天気出現率は７３.３％、旧七夕であれば天の川が荒れる心配はあまりしなくて済み

そうです。

（出典：大阪管区気象台 大阪の天気出現率
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野村 美月（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

６ １６ 日 月とスピカがならぶ

１７ 月 日没直後に水星と金星が接近

２０ 木
夕方にアンタレス食

（１８時２９分潜入～１９時１０分出現）

２１ 金
夏至（太陽黄経９０°）

海王星で西矩

２２ 土 ○満月（１０時）

２７ 木
月が最近（２１時・３６９,４０８㎞）

月と土星が接近

２９ 土 下弦（７時）

月 日 曜 主な天文現象など

７ ３ 水 月と木星がならぶ

５ 金
太陽が最遠

（遠日点通過１４時０６分・１.５２１億㎞）

６ 土 ●新月（８時）

７ 日 七夕

８ 月 夕方に月と水星がならぶ

１０ 水 金星が近日点通過

１２ 金 月が最遠（１７時・４０４,３８９㎞）

１４ 日 上弦（８時）

１５ 月 火星と天王星が接近

北の空の星空（６月１日２１時頃：大阪）
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